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（一

j
問
題
の
所
在

　
浜
松
中
納
言
物
語
、
巻
五
（
「
＝
二
・
入
内
予
定
の
関
白
の
姫
君
裳
着
。

失
神
。
使
者
派
遣
」
に
か
け
て
の
あ
た
り
）
の
記
事
。

宮
の
苦
慮
は
続
く
」
か
ら
コ
四
・
中
納
言
に
告
げ
よ
と
言
い
姫
君

（
甲
）

ふ
る
さ
と
に
さ
る
べ
う
思
ひ
聞
こ
え
む
人
に
、
ま
つ
知
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
む
と
な
む
思
ふ
を
、
い
っ
こ
に
た
れ
を
た
つ
ぬ
べ
き
」

と
声
も
惜
し
ま
ず
、
泣
く
泣
く
の
た
ま
ふ
こ
と
ば
か
り
は
、
耳
に
聞
き
入
れ
ら
る
る
に
、
（
中
略
）
「
中
納
言
に
告
げ
さ
せ
給
へ
」

と
そ
息
の
し
た
に
言
は
れ
ぬ
る
。
（
中
略
）
「
と
う
、
か
う
こ
そ
聞
こ
ゆ
べ
か
り
つ
れ
。
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
る
を
、
い
つ
れ
と
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
＞

り
て
か
告
ぐ
べ
き
。
源
中
納
言
に
や
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、
あ
る
か
な
き
か
に
う
な
つ
く
け
し
き
な
れ
ば
、
　
（
四
〇
九
・
四
一
〇
頁
）
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こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
記
事
が
す
ぐ
後
（
コ
六
・
宮
は
中
納
言
に
、
姫
君
誘
拐
の
一
部
始
終
を
語
る
」
）

（
乙
）

　
　
　
　
　
　
五
二

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
い
つ
く
を
い
か
に
た
つ
ぬ
べ
き
ぞ
』
と
せ
ち
に
言
ひ
つ
れ
ば
、
か
ら
う
じ
て
息
の
し
た
に
、
『
中
納
言
に
告
げ
よ
』
と
言
ふ
や
う

に
聞
こ
え
つ
る
に
、
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
り
、
い
つ
れ
を
い
つ
れ
と
か
知
ら
る
べ
き
と
思
ひ
て
、
『
源
中
納
言
に
や
』
と
推
し
当

て
に
問
ひ
つ
れ
ば
、
あ
る
か
な
き
か
に
う
な
つ
く
さ
ま
な
り
つ
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
＝
ハ
頁
）
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右
の
甲
・
乙
は
語
る
主
体
の
違
い
か
ら
生
じ
て
い
る
修
辞
上
の
若
干
の
相
違
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
誘

拐
は
し
て
き
た
も
の
の
、
次
第
に
衰
弱
す
る
吉
野
姫
君
を
持
て
扱
い
か
ね
た
式
部
卿
宮
は
、
い
っ
た
い
ど
う
ず
れ
ば
い
い
の
か
を
当
の
姫

君
自
身
に
問
い
掛
け
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
式
部
卿
宮
の
問
い
に
対
す
る
姫
君
の
答
え
は
「
中
納
言
に
告
げ
よ
」
と
の
短
い
言
葉
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
契
機
に
物
語
は
大
き
く
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
問
題
と
し
た
い
の
は
、
姫
君
の
「
中
納
言
に
」
と
の
答
え
に
、
式
部
卿
宮

が
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
」
る
た
め
に
ど
の
中
納
言
か
不
明
で
、
当
て
推
量
に
「
源
中
納
言
に
や
」
と
尋
ね
る
と
姫
君
が
う
な
ず
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
物
語
の
男
主
人
公
た
る
中
納
言
が
源
氏
で
あ
る
こ
と
は
巻
三
に
「
殿
上
に
源
中
納
言
参
り
給
へ
り
」

（
二
六
三
頁
）
と
あ
っ
て
、
読
者
に
は
す
で
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
薄
れ
か
か
っ
て
い
る
意
識
の
下
で
こ
の
吉
野
姫
君

が
わ
ず
か
に
答
え
得
た
の
は
「
源
中
納
言
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
一
言
で
あ
っ
て
、
こ
の
わ
ず
か
な
言
葉
に
対
し
て
式
部
卿
宮
が

い
か
に
反
応
し
た
の
か
と
い
う
点
を
手
が
か
り
に
あ
れ
こ
れ
試
案
を
記
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

（
二
）
『
全
集
』
の
頭
注

甲
の
記
事
の
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
る
を
」
に
つ
い
て
『
全
集
』
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。



中　西　健　治

1

中
納
言
の
定
員
は
三
名
で
あ
る
が
、
定
員
外
の
権
中
納
言
を
含
め
て
、
七
～
十
人
、
特
に
権
官
に
人
気
が
高
く
、
長
暦
元
年
（
一

〇
三
七
）
よ
り
承
暦
五
年
（
一
〇
八
こ
の
四
十
四
年
間
は
、
す
べ
て
権
中
納
言
の
み
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
〇
頁
）

さ
ら
に
「
源
中
納
言
に
や
」
の
「
源
中
納
言
」
に
つ
い
て
『
全
集
』
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。

H

複
数
い
る
中
納
言
を
氏
姓
で
区
別
し
た
呼
称
。
主
人
公
が
源
氏
で
あ
る
と
わ
か
る
。
藤
中
納
言
（
藤
原
）
、
平
中
納
言
な
ど
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
〇
頁
）

　
（
2
）
　
　
　
　
　
（
3
）

『
新
註
』
や
『
大
系
』
な
ど
の
先
行
の
注
釈
書
は
何
ら
の
施
注
も
な
く
ほ
と
ん
ど
問
題
に
し
て
い
な
い
箇
所
で
、
『
全
集
』
が
お
そ
ら
く
は

じ
め
て
着
目
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
『
全
集
』
校
注
者
の
池
田
利
夫
氏
と
し
て
は
、
課
題
と
し
て
発
展
す
る
に
値
す
る
と
こ
ろ
と
捉

え
て
お
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
『
全
集
』
頭
注
と
い
う
制
約
さ
れ
た
形
式
の
範
囲
内
に
は
お
さ
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め

に
そ
の
骨
子
の
み
を
摘
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

（
三
）
中
納
言
の
員
数

官
職
と
し
て
の
中
納
言
に
つ
い
て
ま
ず
み
て
お
こ
う
。

　
　
（
4
）

『
官
職
秘
抄
』

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

中
納
言
。

　
有
二
五
道
一
。
所
謂
参
議
。
大
弁
。
同
近
衛
中
将
。
検
非
違
使
別
当
。
摂
政
関
白
子
息
。
為
二
二
位
三
位
一
中
将
。
参
議
労
十
五
年
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
四

上
輩
也
。
此
薩
摩
坊
官
参
議
又
任
レ
之
。
四
位
参
議
任
一
中
納
言
一
日
。
直
過
言
三
位
之
申
。
前
参
議
任
例
。
器
量
。
以
二
大
弁

前
労
’
任
例
。
実
鴻
猶
兼
二
大
弁
・
例
。
騰
囎
駄
緻
吠
猶
為
二
藏
人
頭
・
例
。
撤
喉
識
瓢
髄
揃
太
政

格
云
。
慶
雲
二
年
。
省
．
大
納
言
二
人
一
重
二
中
納
言
三
人
一
。
遺
誠
云
。
中
納
言
三
人
。
其
後
天
暦
三
年
始
為
二
四
人
一
。
翫
晴
r
縞
・

騨
天
禄
三
年
増
・
五
人
・
。
二
二
粧
轍
噸
琴
曲
覧
寛
和
二
年
増
二
六
人
一
。
駒
義
・
長
和
三
年
増
一
七
人
一
。
塑
塞
同
四
年
増
二
八

人
一
。
勘
摩
嘉
応
二
年
増
一
九
人
一
。
卿
…
奉
職
安
元
年
増
二
十
人
一
。
脚
夢
建
久
四
五
年
以
後
還
筆
入
人
一
云
云
。
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こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
も
と
三
人
で
あ
っ
た
の
が
、
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
か
ら
は
四
人
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
に
は
五
人
、
寛
和
二

年
（
九
八
六
）
に
は
六
人
、
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
に
は
七
人
、
そ
し
て
翌
四
年
に
は
八
人
に
増
員
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
現
代
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
『
平
安
時
代
史
事
典
』
の
「
中
塑
＝
罎
」
の
項
を
参
照
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
・

大
納
言
に
次
ぐ
官
。
恐
ら
く
『
浄
御
原
令
』
で
中
納
言
が
置
か
れ
て
い
た
ら
し
い
が
『
大
宝
令
』
で
は
廃
さ
れ
、
ま
も
な
く
慶
雲
二

年
（
七
〇
五
）
の
格
に
よ
り
大
納
言
四
人
を
二
名
に
減
じ
、
中
納
言
三
人
を
置
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
『
養
老
令
』
も
大
納
言

四
人
と
し
て
中
納
言
は
な
く
、
あ
く
ま
で
令
外
官
で
あ
る
。
（
中
略
）
摂
関
政
治
隆
盛
以
後
は
、
正
・
従
二
位
の
中
納
言
も
珍
し
く

な
く
な
る
。
権
官
の
例
は
、
奈
良
時
代
に
開
か
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
不
確
実
。
平
安
時
代
に
入
り
権
官
が
置
か
れ
る
こ
と
が
次

第
に
多
く
な
り
、
円
融
朝
に
正
・
権
合
わ
せ
て
五
人
目
例
が
開
か
れ
、
三
条
朝
以
後
は
七
、
八
人
、
平
安
末
期
に
は
一
〇
人
に
及
ん

だ
。
中
納
言
は
上
卿
と
し
て
儀
式
・
政
務
を
執
行
す
る
が
、
大
納
言
の
よ
う
に
大
臣
に
代
わ
っ
て
官
奏
を
行
う
こ
と
は
な
い
。
平
安

中
期
以
後
、
平
氏
興
隆
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
藤
・
源
二
氏
が
独
占
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
さ
き
の
『
官
職
是
認
』
と
『
平
安
時
代
史
事
典
』
と
で
は
若
干
の
ず
れ
を
生
じ
て
は
い
る
が
、
肝
心
の
員
数
に
つ
い



て
は
時
代
を
追
っ
て
漸
増
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
い
ま
『
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
公
卿
補
任
』
を
も

と
に
し
て
、
一
応
、
冷
泉
帝
か
ら
鳥
羽
帝
ま
で
に
絞
っ
て
各
年
ご
と
の
中
納
言
（
含
、
忌
中
納
言
）
の
員
数
を
概
観
し
て
み
る
と
、
お
お

よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

中西健治

（4）　（3）　（2）　（1）

当
然
の
こ
と
な
が
ら
藤
氏
が
圧
倒
的
に
多
く
、
源
氏
は
二
、
三
名
で
あ
る
。

源
氏
出
身
の
中
納
言
が
複
数
に
な
り
漸
増
す
る
の
は
康
平
年
間
以
降
で
あ
る
。

源
氏
が
一
名
の
み
で
比
較
的
長
く
続
く
時
期
は
、
寛
弘
元
年
か
ら
長
和
三
年
ま
で
、
長
暦
元
年
か
ら
天
喜
五
年
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。

権
中
納
言
の
み
の
時
期
は
、
長
暦
三
年
か
ら
承
暦
三
年
ま
で
、
寛
治
三
年
か
ら
承
徳
三
年
ま
で
、
嘉
承
二
年
か
ら
永
久
二
年
ま
で
の

期
間
で
あ
る
。

こ
の
四
点
を
も
っ
て
冒
頭
に
掲
げ
た
甲
乙
の
記
事
と
を
た
だ
ち
に
対
照
さ
せ
て
云
々
す
る
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
さ
り

と
て
甲
乙
の
記
事
を
ま
っ
た
く
の
虚
構
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
『
全
集
』
の
頭
注

1
は
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
「
あ
ま
た
」
の
用
例

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
の
箇
所
に
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
る
を
」
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
り
」
と
あ
る
、
そ
の
「
あ
ま
た
」
と
は
い
っ
た
い

ど
れ
く
ら
の
人
数
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
「
余
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
数
量
の
意
が
原
義
。
度
合
・
程
度
に
つ
い
て
も
用
い
る
。
数
量
は

三
か
四
程
度
を
も
い
い
、
必
ず
し
も
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
を
指
す
も
の
で
は
な
い
」
（
『
岩
波
古
語
辞
典
』
）
と
か
、
「
数
量
の
多
い
こ

160
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五
六

と
を
い
う
。
平
安
時
代
で
は
、
上
限
は
た
く
さ
ん
で
あ
る
が
、
下
限
は
五
、
六
を
も
い
う
」
（
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
）
な
ど
と
漠
然
と
し
た

解
説
は
あ
る
が
、
作
品
に
よ
っ
て
概
念
が
異
な
る
場
合
も
あ
ろ
う
の
で
、
ま
ず
は
浜
松
中
納
言
物
語
の
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
が
肝
要
に

な
っ
て
く
る
。

　
浜
松
に
は
巻
一
・
二
例
、
巻
二
・
七
例
、
巻
三
・
七
例
、
巻
四
・
七
例
、
巻
五
・
三
例
の
計
二
十
六
例
の
用
例
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
対

象
と
し
て
い
る
も
の
を
分
類
し
て
み
よ
う
。
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（c）　（b）　（a）

こ
の
后
、
あ
ま
た
の
人
に
の
ろ
は
れ
て
、
内
裏
の
う
ち
に
立
ち
入
り
給
へ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
・
四
五
頁
）

も
ろ
こ
し
の
人
々
の
送
り
に
来
た
る
も
あ
ま
た
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
二
四
四
頁
）

思
ふ
に
は
、
浜
の
真
砂
の
数
よ
り
も
ま
さ
り
て
聞
こ
え
さ
せ
ま
ほ
し
き
こ
と
ど
も
あ
ま
た
も
の
し
給
へ
ど
、
え
書
き
つ
づ
け
ら
れ
給

は
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
二
五
五
頁
）

㈲
の
「
あ
ま
た
」
は
唐
帝
に
仕
え
る
后
た
ち
を
さ
し
て
い
て
、
巻
三
に
も
＝
の
后
を
は
じ
め
、
あ
ま
た
の
御
方
々
に
そ
ね
み
う
れ
へ
ら

れ
て
」
（
二
六
五
頁
）
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
女
性
の
多
さ
に
つ
い
て
い
う
場
合
を
㈲
と
す
る
。
ま
た
、
㈲
は
中
納
言
を
日
本
ま
で
送

り
届
け
る
使
命
の
男
の
数
の
多
さ
に
つ
い
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
男
性
の
多
さ
を
い
う
場
合
を
㈲
と
す
る
。
◎
は
人
物
以
外
の
物

の
多
さ
を
い
う
。
こ
の
三
分
類
に
従
っ
て
各
用
例
を
仕
分
け
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（a）

唐
帝
に
仕
え
る
后
た
ち

中
将
の
乳
母
の
娘

唐
土
の
美
女

例例例

唐
の
大
臣
の
娘

中
宮
付
き
の
女
房

女
宮

例皇臣



（b）◎

吉
野
姫
君
の
女
房
た
ち

遣
日
使

衛
門
督
の
前
駆

日
本
の
僧

［
中
納
言
］

伝
え
た
い
言
葉

継
紙
の
数

例　例　1列　1列　1列　例　伊り

女
性
一
般

中
納
言
の
側
近
・
従
者

唐
の
相
人

衣
服
の
里

山重三一
例

中西健治

な
お
、
男
女
区
別
し
が
た
い
例
が
二
例
（
中
納
雪
占
の
母
の
望
む
孫
の
数
、
衛
門
督
の
父
へ
の
見
舞
い
客
）
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
浜
松
で
の
「
あ
ま
た
」
は
他
の
物
語
と
同
様
、
人
物
を
さ
す
場
合
が
多
く
、
し
か
も
途
方
も
な
い
大
人
数
を
意
味
す

る
よ
り
も
、
あ
る
程
度
限
定
可
能
な
人
数
を
さ
す
こ
と
の
ほ
う
が
志
そ
う
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
人
間
の
諸
属
性
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
、

の
二
点
が
確
か
め
ら
れ
た
。
前
者
の
こ
と
に
関
し
て
、
そ
れ
で
は
果
た
し
て
何
人
な
ら
「
あ
ま
た
」
と
い
え
る
の
か
。
た
と
え
ば
㈲
で

は
、
下
意
の
唱
導
空
酒
へ
の
寵
愛
ぶ
り
を
妬
む
他
の
女
性
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
直
接
的
に
は
直
前
の
「
い
ま
二
人
の
后
、
十
人
の

女
御
」
（
四
四
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
㈲
の
場
合
に
は
、
あ
る
い
は
仮
に
遣
唐
使
の
帰
朝
に
伴
う
送
使
の
数
が
手
が
か
り

に
な
る
と
想
定
す
る
な
ら
、
天
平
宝
字
五
年
に
帰
朝
し
た
迎
入
唐
大
使
高
元
度
の
送
使
は
沈
惟
岳
を
は
じ
め
三
十
九
人
、
宝
亀
九
年
帰
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
際
し
て
の
送
使
は
趙
宝
吾
等
数
十
人
が
「
あ
ま
た
」
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
浜
松

の
「
あ
ま
た
」
の
意
味
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
暴
論
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
参
考
的
数
字
で
は
あ
る
。
た
だ
、
浜
松
の
㈲

㈲
の
全
用
例
を
大
き
く
括
る
と
な
れ
ば
、
お
お
ま
か
な
言
い
方
し
か
で
き
な
い
が
、
さ
ほ
ど
大
き
な
数
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の

が
率
直
な
感
想
で
は
あ
る
。
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五
八

（
五
）
「
あ
ま
た
」
の
中
納
言

157

「中納言はあまたあり」

　
そ
こ
で
も
う
一
度
、
問
題
と
し
た
甲
乙
の
文
章
に
も
ど
っ
て
み
て
お
こ
う
。
乙
は
甲
の
場
面
を
式
部
卿
宮
が
中
納
言
に
語
る
、
い
わ
ば

式
部
卿
宮
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
叙
述
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
両
者
は
内
容
も
文
言
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
よ
う
に
見
え
、
浜

松
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
繰
り
返
し
表
現
の
一
つ
で
も
あ
る
の
だ
が
、
子
細
に
対
照
し
て
み
る
と
、
語
る
主
体
に
よ
る
相
違
点
を
考
慮
し

て
も
な
お
相
違
す
る
と
こ
ろ
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
、
（
甲
）
「
い
っ
こ
に
た
れ
を
た
つ

ぬ
べ
き
」
と
あ
る
箇
所
が
、
（
乙
）
で
は
「
い
つ
く
を
い
か
に
た
つ
ぬ
べ
き
ぞ
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
意
識
朦
朧
と
し
た
吉

野
姫
君
の
最
後
の
願
い
を
聞
き
届
け
よ
う
と
式
部
卿
宮
が
問
い
掛
け
る
と
こ
ろ
で
、
（
甲
）
は
中
納
言
が
思
案
の
末
に
お
ず
お
ず
と
問
う

か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
（
乙
）
は
吉
野
姫
君
の
目
指
す
相
手
が
自
分
の
友
人
で
あ
る
中
納
言
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
後
の

文
言
に
な
っ
て
い
て
、
（
甲
）
に
あ
る
直
接
的
表
現
が
（
乙
）
で
は
や
や
整
理
さ
れ
た
表
現
に
改
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
（
甲
）
は
散
文
的
で
あ
る
の
に
対
し
（
乙
）
は
韻
文
的
な
表
現
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
「
い
つ
く
を
い
か
に
」
を
含
む
和
歌
は
『
C
D
I
R
O
M
新
編
国
歌
大
観
』
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
わ
ず
か
に
一
首
、
明
B
香

井
和
歌
集
の
「
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
い
つ
く
を
い
か
に
な
が
め
ま
し
野
に
も
山
に
も
秋
風
ぞ
ふ
く
」
（
千
五
百
番
歌
合
に
も
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る

も
の
の
、
こ
の
あ
た
り
音
調
が
整
っ
て
い
る
よ
う
で
、
な
ん
ら
か
の
引
用
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
類
似
の
表
現
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
い
つ
く
を
い
か
に
」
の
あ
と
に
も
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
り
、
い
つ
れ
を
い
つ
れ
と
か
」
と

あ
る
の
も
気
に
な
る
表
現
で
は
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
（
甲
）
（
乙
）
に
共
通
し
て
い
る
重
要
な
事
項
は
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
す
こ

と
に
な
る
が
、
吉
野
姫
君
の
「
中
納
言
に
告
げ
よ
」
と
い
っ
た
言
葉
は
式
部
卿
宮
を
し
て
た
だ
ち
に
彼
の
友
人
で
あ
る
中
納
言
を
想
起
せ



中西健治

し
め
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
宮
は
つ
か
み
ど
こ
ろ
さ
え
な
く
て
困
惑
し
て
当
て
ず
っ
ぽ
う
に
友
人
の
源
中
納
言
か
と
問
う
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
吉
野
姫
君
の
心
に
懸
か
っ
て
い
る
の
は
ど
の
中
納
言
で
あ
る
の
か
、
宮
は
あ
れ
こ
れ
と
該
当
す
る
中
納
言
職
に
あ

る
だ
れ
そ
れ
を
思
い
浮
べ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
り
」
　
　
こ
の
言
葉
の
背
景
と
し
て
は
官
職
と
し
て
の
中
納
言
に

在
職
し
て
い
る
人
物
が
「
あ
ま
た
」
い
る
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
池
田
利
夫
氏
の
『
全
集
』
頭
注

1
は
以
上
の
問
題
点
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
も
あ
え
て
言
及
を
避
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
主
人
公
の
中
納
言
は
権
中
納
言
で
、

長
暦
元
年
か
ら
承
暦
五
年
ま
で
の
四
十
四
年
間
の
史
実
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
読
み
が
そ
の
背
景
と
し
て
お
あ
り
に
な
っ

た
う
え
で
の
注
記
で
は
な
か
っ
た
か
と
憶
測
し
て
い
る
。
そ
れ
に
福
者
の
調
査
し
た
ω
～
㈲
を
引
き
当
て
て
、
相
当
す
る
人
物
を
検
討
し

て
み
る
と
、
そ
こ
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
人
物
は
何
人
か
は
い
る
も
の
の
、
諸
条
件
を
ほ
ぼ
満
足
さ
せ
得
る
の
は
源
道
方
と
源
心
学
の

二
人
と
な
っ
て
く
る
。
も
っ
と
も
他
の
人
物
を
も
考
察
の
対
象
に
す
べ
き
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
目
下
の
と
こ
ろ
不
要
と
考
え
て
除
外

し
た
。

（
六
）
「
中
納
言
」
像
の
憶
測

　
道
方
は
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
に
五
十
三
歳
で
権
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
、
以
後
、
権
中
納
言
に
あ
っ
て
、
辞
任
し
た
の
は
長
久
五
年

（一

Z
四
四
）
の
一
月
、
同
年
九
月
、
七
十
六
歳
で
亮
円
し
て
い
る
。
『
平
安
時
代
史
事
典
』
に
は
「
源
道
方
」
の
一
項
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
か
れ
の
閲
歴
を
記
し
た
あ
と
、
「
道
方
は
藤
原
氏
全
盛
の
時
代
に
数
少
な
い
源
氏
の
上
達
部
と
し
て
、
一
条
・
三
条
・
後
一
条
・
後
朱

雀
の
四
番
に
仕
え
、
藤
原
道
長
の
五
十
算
に
は
講
訥
文
を
奉
る
文
才
を
持
ち
、
ま
た
若
い
こ
ろ
よ
り
『
道
方
の
少
納
言
、
琵
琶
い
と
め
で

た
し
』
（
『
枕
草
子
』
）
と
見
え
る
ほ
ど
、
管
絃
の
才
に
も
長
じ
て
い
た
。
」
（
槙
野
廣
造
氏
執
筆
）
と
あ
る
よ
う
に
、
か
の
清
少
納
言
も
筆
に

留
め
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
枕
草
子
に
も
あ
る
よ
う
に
話
題
に
な
っ
た
の
は
道
方
が
ま
だ
若
か
り
し
少
納
言
の
時
の
こ
と
で
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六
〇

「中納言はあまたあり」

あ
っ
て
、
源
氏
出
身
の
中
納
言
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
し
ば
ら
く
後
年
の
こ
と
で
は
あ
る
。
ま
た
中
納
言
に
即
い
た
の
が
五
十
を
越
え
て

か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
仮
に
浜
松
の
作
者
が
男
主
人
公
「
中
中
納
言
」
と
し
て
設
定
し
得
る
よ
う
な
年
令
に
は
や
や
遠
く
、
ま
た

従
来
言
及
さ
れ
て
い
る
浜
松
の
作
者
像
と
し
て
の
孝
標
女
の
創
作
可
能
な
年
令
と
齪
零
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
人
物
と
し
て
の
内
実
は

と
も
か
く
、
物
語
に
描
か
れ
る
よ
う
な
恋
愛
沙
汰
の
話
題
に
た
だ
ち
に
は
結
び
つ
け
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
源
隆
々
は
宇
治
大
納
言
物
語
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
人
物
。
彼
が
源
氏
の
唯
一
の
権
中
納
言
に
な
る
の
は
長
久
五
年

（一

Z
四
四
）
で
、
以
後
、
康
平
四
年
（
一
〇
六
一
）
二
月
に
権
中
納
言
を
辞
任
す
る
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
り
、
わ
け
て
も
康
平
元
年
（
一

〇
五
八
）
ま
で
は
七
、
八
人
い
る
権
中
納
言
の
う
ち
源
氏
方
の
権
中
納
言
は
隆
国
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
隆
国
は
「
才
な
ど
あ
り
て
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
し
く
そ
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
。
文
つ
く
り
歌
よ
み
な
ど
、
古
の
人
に
恥
ぢ
ず
ぞ
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
」
（
栄
花
物
語
・
巻
三
十
二
・
歌
合
）

と
評
さ
れ
た
有
能
な
人
物
で
、
例
の
宇
治
拾
遺
物
語
の
序
に
あ
る
よ
う
な
瓢
々
と
し
て
大
ら
か
な
人
物
で
も
あ
っ
た
。
隆
国
の
兄
、
顕
基

も
こ
れ
よ
り
先
、
長
元
八
年
忌
一
〇
三
五
）
、
権
中
納
言
に
昇
進
し
た
が
、
翌
年
三
十
七
歳
で
出
家
を
し
て
し
ま
い
、
隆
国
は
兄
と
は
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

照
的
に
頼
通
の
絶
大
な
庇
護
を
受
け
権
力
の
中
枢
で
大
い
に
活
躍
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
が
権
中
納
言
に
な
っ
た
長
久
五
年
は
四
十
一

歳
に
あ
た
る
。
先
程
と
同
様
な
考
え
を
こ
の
隆
国
に
適
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、
浜
松
の
作
者
が
物
語
の
主
人
公
と
し
て
思
い
至
る
よ
う
な
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

令
等
に
は
や
や
遠
い
も
の
の
、
孝
標
女
の
創
作
時
期
と
言
わ
れ
て
い
る
諸
説
に
ほ
ぼ
近
い
年
代
に
あ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
も
っ
て
た

だ
ち
に
、
浜
松
の
主
人
公
た
る
中
納
言
は
源
下
国
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ
慎
ん
で
お

き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
中
納
言
は
あ
ま
た
あ
り
」
と
い
う
政
治
的
状
況
と
、
そ
の
中
で
た
だ
一
人
の
源
氏
出
身
の
中
納
言
を
探
索

す
る
作
業
の
な
か
か
ら
、
文
学
活
動
の
面
に
お
い
て
も
馴
染
み
深
い
人
物
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
は
、
稿
者
に
と
っ
て
は
あ
り
が

た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
老
関
白
頼
通
の
後
楯
を
も
っ
て
自
在
に
生
き
た
中
国
ら
し
き
人
物
を
浜
松
の
男
主
人
公
で
あ
る
中
納
言
像
に
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
の
読
み
方
を
補
足
す
る
と
こ
ろ
も
で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
隆
国
に
関
す
る
伝
記
研
究
か

ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
人
物
像
と
浜
松
の
男
主
人
公
の
そ
れ
と
は
か
な
り
の
懸
隔
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
如
何
と
も
し
が
た
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い
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
物
語
の
主
人
公
像
を
形
成
す
る
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
膨
隆
国
と
い
う
人
物
像
を
導
入
し
た
と
考
え
る
こ

と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
も
そ
の
こ
と
が
仮
に
容
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
発
展
す
る
事
柄
の
あ
れ
こ
れ
を
思
案

す
る
こ
と
は
愉
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
憶
測
を
か
さ
ね
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
た
慎
ん
で
お
き
た
い
。

中西健治
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浜
松
中
納
言
物
語
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
使
用
す
る
。
以
下
、
同
じ
。

宮
下
清
計
氏
校
註
『
新
註
国
文
学
叢
書
　
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
略
称
。

松
尾
聰
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
略
称
。

続
群
書
類
従
完
成
会
刊
『
群
書
類
従
・
第
五
輯
（
系
譜
・
伝
・
官
職
部
）
』
所
収
。
五
七
八
頁
。

角
田
文
衛
氏
監
修
・
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
集
『
平
安
時
代
史
事
典
（
下
）
』
一
六
三
三
頁
。

森
克
巳
氏
著
『
遣
唐
使
』
二
七
・
一
七
〇
頁
。

山
中
裕
氏
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
全
集
・
栄
花
物
語
（
三
）
』
二
三
四
頁
。

目
崎
徳
衛
氏
著
『
貴
族
社
会
と
古
典
文
化
』
所
収
「
宇
治
大
納
言
源
隆
国
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

浜
松
中
納
言
物
語
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
の
近
年
の
諸
説
は
以
下
の
と
お
り
。

松
尾
聰
氏
：
（
作
者
を
孝
標
女
と
し
て
）
康
平
七
年
（
一
〇
六
四
）
以
降
。
（
『
大
系
』
解
説
）

増
淵
勝
一
氏
：
康
平
三
・
四
年
（
一
〇
六
〇
・
六
一
∀
ご
ろ
以
降
。
（
「
浜
松
中
納
言
物
語
成
立
年
代
私
考
I
I
・
付
・
周
防
内
侍
伝
の
周
辺

　
　
」
・
『
平
安
朝
文
学
成
立
の
研
究
　
散
文
編
』
所
収
）

久
下
晴
康
氏
：
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
前
後
か
。
（
久
下
晴
康
氏
編
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
解
説
）

池
田
利
夫
氏
：
康
平
四
・
五
年
よ
り
数
年
後
。
（
『
全
集
』
解
説
）

＊
欧
文
タ
イ
ト
ル
は
弓
国
○
墓
国
●
閑
O
国
口
O
出
氏
の
『
〉
目
巴
①
o
噛
国
δ
＜
①
冒
鏑
I
O
8
e
目
q
貯
冨
『

寓
O
客
O
O
》
目
舜
巳
（
二
二
五
頁
）
か
ら
と
っ
た
。

霞
〉
目
Q
の
¢
O
国
q
Z
＞
O
O
乞
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